
（資料５）

うち
保護観察
言渡人員

（B)

割合
（B/A）
（％）

997              305              30,6             

575              317              55,1             

　　（注）１　刑事通常第一審事件票による実人員である。
　　　　　２  裁判官裁判とは，裁判官のみの合議体により審理され終局した事件のうち，
　　　　　　処断罪名が裁判員裁判対象事件（裁判員法２条１項各号）のものである。

特別資料３（保護観察率）

裁判員裁判
（制度施行～平成２４年３月末）

裁判官裁判
（平成１８年～平成２０年）

執行猶予
言渡人員

（A)

保護観察に付された割合（裁判官裁判，裁判員裁判別）

裁判官裁判

保護観察あり
 305
30,6%

保護観察なし
 692
69,4%

裁判員裁判

保護観察あり
 317
55,1%

保護観察なし
 258
44,9%


